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原爆投下以前の長崎医科大学附属図書館

松村悠、f・
長崎大学i>Hli.rSl'i<I』館

I. はじめに

長崎大学医学部の1lfi身である円立長崎医科大学は長崎

di坂本町に所作していた。同地はII（｛キ1120(1945）年sn
9 FlにJ;f{f雌仰が投下された爆心地から1キロメートル｜を｜

内にあり，原子燥災によって医科大学本部および附属病

院は壊滅的な被討を受けた。附属凶川町｛も例外ではなく，

図』館のll!物はもちろん所蔵資料もほとんどが灰となった

長崎医科大学附属医lA館 （以ド，ド付属欣I ，＇~館）は，戦

後に長崎医科大学が長崎大学医学部となったのと同時に

長崎大学l;Hli.r1.Iχ1m1nの分館となり， JJU1：の長崎大学llf、JM

閃内館｜実学分配＼ （以下，医学分館）につながっているが，

原子爆災により大学はもとより附同凶川町iで所蔵していた

肉，！？や学術雑品，’l~務文』はほとんど消失している そ

のため長崎大学附属阿川館には附属｜ヌL't館H寺代について

の資料が非常に少なく， 『凶;:t_t館概要jにも記述が乏しい。

そこで準計は長d1(.j大学には所蔵されていない史料を法

に戦前のIW1.r1.Iヌ1.1t館の機構，人口，提供するサービスの

縫子を調査した 主に使用した史料は， f陪科大尽llH脳

同』館統Jl・J（以下 f統計J）および f長崎医科大学一覧j

（以下 『－'!1J）である。この2点はともに医学分館には

ほとんと‘所Ji~がなく， lul立同会阿川町（による近代デジタ

ルライブラリー（http://kindai.ndl.go.jp／）で無料公開

されているものを使用した。近代デジタルライブラリー

の欠号分は他大学医L'f館に所蔵があったため相互貸出で

取り寄せを行った。

II .官立長崎医科大学附属図書館以前

前述の通り，原 f燥災により戦前の長崎医科大学に関

する史料で現fがするものは非常に少なく，同学の歴史を

たどるには小阿特による『長崎医学行年史J（以下 『百

年史J)lが以も詳しい 『百年史jに「阿，If館jの語が初

めて出現するのは大正H寺代の官立長崎医科大学時代から
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であるが，同学の歴史は安政4(1857）年にオランダ海

市医であったホンペ＝ファン＝メールデルフォールトが

l英学伝胃をはじめたことにさかのぼることができる そ

こで，官立長崎医大以前に閃芹館的機能を持つ部宵ない

し施設があったかどうかという点について惚則する。

そのllriに，H本における近代的図A館の起源について

触れておく。明治32(1899）年11日に｜ヌ1.1t館令が公布

され，地方「！治体や話学校に「図』官1~J を投 iiせすること

が認められるようになった。 しかし東京市＇＂ ＇大乍は明治

10 (1877）年に，；；（行II’lfil111大学は明治30(1897）年にそ

れぞれ附同阿川町（を設問しているとおり， ’夫｜探は「l叉L1f

ft日令J以前より近代的｜ヌ1.1tnr1は存在していた 長崎県内

では明治40(1907) ，，，とから長崎大学経済学部の1Jli身で、あ

る長崎高等商業学校にも問。＇｝閲覧室が迎常されており2>,

，~－1治42 (1909) ·q三にはり；~11.長崎閃，号館がx111、止された。

で、はn立長~1(.JI実科大学のilii身で、ある j三~1(.j!実’下旬門学校

（｜リ］治34(1901）～大l巨12(1923）年）はどうであった

のか 明治34iドに第／i.1:":i等学校医学部から？＇1¥1；、を変更

した長崎医学咋門学校（以下，長崎医咋）には 「~l, I｝室j

があったことが複数の！と料から確認できる

まず， f長崎医学~If門学校一覧．明治38 -40年J（以

ド， 『長崎医専－l/1J）にはlヌL'fに閲する脱1-i:が以 Fの通

り，＼！..＇.ii＆されている 3）。

m九草図』閲覧

第一隙本校所説ノ｜叉＂＇｝ヲ閲覧セ シムル為メ｜苅3閲覧

室ヲ設ク

第二候 区｜』｜品l¥':'1宅ハ休業日ヲ除ク外11JけとヲIJMク

第卜i宮図』貸付

第一陣本校所蔵ノ教科問図苫ハ生徒ノ願ニ依リ之ヲ

nHスjレコトアルへシ

第二院 前峰ノ胃］，＇｝ノ、学生課ノ承認ヲ制ルニアラサレ

ノ、之ヲ貸付セス

第三候貸付ノ問。！？ノ、毎学年末ニ於テ悉押返納スへシ

frlJtJ明日ハ別ニ之ヲ定ム
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第問院

第五降

第六候

退学又ハ休学セン トスルトキハJJ;出願前ニ之

ヲ返納スへシ

貸付ノ同計ハ他人ニ転貸スルコ トヲ許サス

貸付ノ図苫ヲ汚m若クハ紛失シタルトキハ該

価額ノ幾分文ハ全額若クハ代品ヲ納付セシム

前名峰ノ篠規ニ迫背シタル者ハ即時図古ヲ返

納セシメ尚次学期間図』ノ貸付ヲ停止ス

これにより長崎医専には「図芹閲覧室」があること，

図苫を管理し学生に貸i'i'1をしていること，貸出には学生

課（大正11(1922）年は「教務課J）の承認が必要で、あ

ることが分かる。

また， f長崎医専一覧jの「校務分掌脱程Jには「｜きl

A課Jの業務内脊について記述がある。

図，1；.諜ニ於テハ他ノ事業ヲ掌ル

一
一一一
四

五
ームーノ、

阿汗ノ整理保存及出納ニ関スルコ卜

図占簿ヲ整頓スルコト

関内ノ購入及修理に関スルコ卜

図』ノ1't付ニ関スルコト

閲覧室ノ開閉及取締ニ｜刻スルコト

此他図』ニ閲スル •f!:Jfj

学生~とは別に図3諜が存在し，匡I~~｝の！！持入・整理・

l't11 l '1，同 ·＇ ~I品l覧室の管理を担っていたことが分かる。 j)(j

A課の名の通り，図占館業務のほとんどがこの諜に集約

されていた。

ただ， f長崎医専－'QJ の「職員名簿」には， ~＇i-記に

「会式｜ー諜主任兼図 ·＇ ~ di!!主任 江11兼三郎J,）反員に「阿，1;.

諜兼会計課徳永博」と，1c1l¥Xがあり，図；1；.課に専任の職

員は配置されていなかった。更に図面によると，長崎医

専本館の1階に入って右，会計諜の隣に閃；l｝室及び閃汗

諜の記述がある。会計諜の内部組織として図』諜があっ

たと考えられる（図1）。
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図1 長崎医学専門学校本館配置図

長崎医学専門学校一覧．明治38-40年より

原爆投下以前の長崎医科大学llHM凶3館

次に，大正 11 年に発行された文部省による 『全｜玉｜際1 －？~

飢に関する調査1922年jには64の宵公私立大学花びに

学校附！日1図内館が収1！長されているが，その巾に「長崎医

学専門学校図書室jの名がある。それによれば図苫室の

設立年月は明治34年4月，大正10年度の経常持予算が

総額 ・図苫購入費共に4,067円，l出苫数が和i莞苫4,880llff, 

洋占6,014冊， 1円平J勾閲覧人員は50人だったというヘ

『日本図1＇｝館史並ニ関係事項年代記 jの明治34年の項

にも「長崎医専（今ノー長崎医大）凶古室設立．大正14

年蔵古111,000llff」とあり 5），長崎医長与で、は設立時より

図古室および図3課によって図古館的機能を備えていた

ということが磁認できる。

しかし，｜ヌm課主任を筆頭とした職員がほとんど会計

諜と兼務であること，館長に相当する人民も存在してい

ないことを考慮、すると，これを図』館であると明言して

よいかは疑問である。

m. 官立長崎医科大学問属図書館の成立

前述の通り，長崎における医守’教育の歴史上で「図』

館jが出現したのは官立長崎医科大学になってからであ

る。「凶；！，t館Jの出現とは， l¥iに長崎医専における図3

閲覧室およびj'gi, 1 ~.iWが名称を変更しただけではない。 学

内の規則，国による法的な設置義務，辿物として独立し

た1~1. 1｝館の設置，館長職・司苫の登場など，多方面にわ

たって医学専門学校H寺代とは異なる。

長崎医与が長崎医科大学となったのは大正12(1923）年

の官立医科大学官制による。大正11年の勅令第百l川十三

号で新潟.W.J山医科大学が，翌12年の勅令第九十三号で

千葉 ・金沢・長崎医科大学が成立しており，いわゆる旧

六医科大学とH手ばれる医科大学の内5大学がこのときに

成立した（熊本医科大学は昭和4(1929）年に行立となっ

ている）。

附属図川館は，長崎医専が医科大学へ昇絡した大正

12年から数年にわたって段階的に整備された。まず大

正12年に長崎医科大学附属図苫館規砲が認可され，次

に大正15(1926）年8月に附属図』館の新館が落成し

独立した建物が整備された I)0 

大正15年9月7日には，館長および司苫職の設置の根

拠となる勅令第三O二号が発令された。

本lj令第三O二号

官立医科大学官制中左ノ通改正ス

第二候中「占記jヲ「占記司』」ニ改ム

第九傭ノ二 司~~ノ、判任トス上官ノ命ヲ承ケ附属図古
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総村 1皆、f

館ニ於ケル図i1f記録ノ整理，保存及閲覧

ニ｜失｜スル事務ニ従事ス

第二 卜二候 官立医科大学ニ附属図』館ヲ置ク図，If館

ニ閃占館長ヲi白ク教授文ハ助教授ノ rjIヨ

リ文部大臣之ヲAllス

図，＇｝館長ハ大学長ノ監仔ノ下ニ於テ阿古

館ノ恨務ヲ掌理ス

これにより，官立医科大学には附属関川館を設白する

こと，行L1f を設置すること，百Jil~は図；！？の記録や整理 ・

保存 ・｜姐覧業務を行うこと，凶占館長を教J受か助教授か

ら設置することが法的に義務付けられた。『文部i今月議μ

録jによると，勅令第三O二号以前は新潟 ・千葉医大で

は図汗館，金沢医大では図Jf室がありそれぞれ館長や占

記が配位されていたが，岡山・長崎医大では図占館（宝）

についての記I械はなL、6）。

また 『一覧jにおいても，「11大正151f-至昭和21f-J 
より「l文｜川館長J「丙l』jが登場している 図書館長お

よび司、！？の配置については 『丙年史jにも，大正15{1三9

月に附凶｜ヌ｜占館に新たに司，Ifが白かれ，初代附属医I,1f館

長が任命されたこと，同30flに附属図，If館規程が改正

されたことが記ii員されている。

長崎医科大学附属図』館規程7)

第一陣図3館ハ本学所属国 ，＇ f ノ管理ニ｜業｜スル’J~務ヲ

’事リ文本学ニ委托セラレタルj';(j,Ifヲ保竹スル

所トス

第二候図』ノ出納ハ医l.'Htff係員之ヲ常ル

第三保 教室其他ニ於テ図，I｝ヲ備付クルJ易合ニハ当該

教室文ハ共部ノ主任ヨリ定式ノ備付証3ヲ凶

書館長ニ差出スへシ

第四傾 各教室及J.J;他ニ於テ備付ケタル｜ヌwハ当該主

任者共保管ノ責ニ任ス

図古館長ハ管理上必要卜認メタル｜時ハ係Uヲ

シテ前項ノ図苫ヲ調査シ又ハ一時之カ還付ヲ

求ムルコトヲ得

第五線 図苫ヲm受ケ携r'l'rシ符ルモノハ本学及附属専

門部教段助教授講師及研究科学生ニ限ル

第六隙 図古ノ貸出期間ヲト四日以内トス

第七保 図古ヲ市受テ携出セント欲スルモノハ所定ノ

用紙ニ記入スルコトヲ嬰ス

第八｛燦借受冊数ハー名五flitヲ趨過スルコトヲ得ス

借用者ノ転任文ハ退職シタル者梓は学生ノ休

学，退学シタル者ハ直チニ其閃，'fヲ返納スヘシ

第九峰 図占鮪ニ閲覧室ヲ設ケ各科共用ノ凶，If共他ヲ

職t~学生生徒ノ 1#.1'Q'.ニ供ス

閲覧ノ日時ハ随時之ヲ拘示ス

第十篠 閲覧室ニ於テ図』ヲ借覧セント欲スル者ハ伯

'l".1'.京ニ記入シ係t~ニ捉il'r シ閲覧ヲ終リタルH寺

ハIllチニ之ヲ返Hスへシ

部卜一保 岡古閲覧者ハ室内ニ於ケル掲示’JI:項及係員

ノ指揮ニ従フへキモノトス

第卜二隊 本学職員及学生々徒以外ノ篤志研究省ニシ

テ図苫ノ閲覧ヲ詰フモノアル トキハ凶書館

長ニ於テ許可ヲ与フルコトアルへシ

第十三候 諸官庁学校文ハ本学職U以外ノ者ヨリ図苫

rtr·受ノ照会アリタルH年ハ医I~館長ニ於テ差

支ナキモノト認メムルj払合ニ限リ学長ノ承

認ヲ経テ之ヲ許可スルコトヲ得

fUJ.J; 際所－~ノ｜ヌI ＇；！｝及川川期間（卜同日以

内）ヲ記入セル借用証，！？ヲ学長宛ニ提出セ

シムヘシ

第卜四候 4:~／：職員及学生生徒ニシテ政ill:岡、！？ヲ閲覧

セントスルHキハ~名及IJ!I覧ノ理山ヲ詳記シ

タル願，＇fヲ以テ図内館長ノ許可ヲ経タル上

IJtl覧ノ子統ヲナスへシ

1'.i ill図占｝＼閲覧室以外ニ脱出ヲ禁ス

第卜五降 本学：及附服薬学専門部教授助教授講師ニシ

テ特ニ＇i.!.fJJJI内ニ入リ｜河川ヲ検索セントスル

者ハ掛貝立会ノ上検索ヲナスへシ

第卜六降 灰I.'fヲ紛失段剖又ハ汚染シタル-ftハ同一図

,Ifヲ以テ弁f日セシム

｛日時宜ニヨリ代金ヲ以テ之ヲ弁償セシメ或

ハ修繕t~ヲ負担セシムルコトアルヘシ

m，卜七健 闘iIfノ定JUJ検査ハ毎年一Irr！七月 一Hヨリ之

ヲ行フモノトス

第十八線 本既定ニ述fiシ文ハ室内ニ於ケル柑示事項

ニ反シタル トキハ相当ノ処分ス

附則

第十九候 本規定ハ大正卜五年十川一日ヨリ之ヲ施行ス

長崎医専II寺代は図苫諜と学生課に分かれていた凶.. !.H二

関する業務がi:;<h'f-館に一元化されている。また，毎年の

1誠，If点検が追加lされている。

また貸出mt数はSilltまで，貸出期間は当初10日間で

あったが大正15年には14日間となった。この51附14R 

問は現在の医学分館と同じである。ただ，当時の他の医

学｜χ｜占館と同械に館外貸出は教授・助教授 ・講師・研究
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科学生に限られていた。

閲覧日時は，大正12年の規程では平日および土曜の午

前8時から午後911寺までとなっていたが，大正15年には

随時掲示すると変更されている。I統計jによると4月～

7月20日および9～ 10月は午前8時から午後9時，7月21

日～ 8月31日が午前8時から午後6時，11～ 3月が午前9

時から午後9時と時期によって開館時間が前後していた。

N.官立長崎医科大学附属図書館の職員・施設・資料

1 .職員，特に初代司書山口林一

ここからは当時の館長を含めた人員についてまとめる。

f統計jによれば，長崎医科大学附属図書館の職員数は館

長を含めて5～9名で運用されていた。その職種は館長，

司2H長古記，雇などである。現在の医学分館のスタッフ

が時間外勤務職員を除くと7名であるから，意外にも数字

上は現代とあまり変わっていない。

館長は現在の医学分館と同級に教授の兼任であり，初

代館長赤松京二を含めて7名が館長を務めた。ζの7名

の所属教室は，薬物学，生理学，病理学第一， 解剖二，

衛生学，薬理学，解剖ーとすべて基礎医学系教室であ

る。臨床系より基礎系出身の館長が多い点も現在の医学

分館と同様で、ある（表1）。

表1.歴代医科大学附属図書館館長

任JUI 氏名 教室

1 大正15(1926) 9. 22一昭和4(1929)4.1 zが総 5誌二
燕物学
｛梨：里ll学）

2 ll?HU 4 (1929) 4. 1-118剥I8 (1933) 4. 1 緒方大象 生理学

3 H目有18(1933)4.1-1昭和12(1937) 3. 31 竹内 げi病理E学第一

4 昭和12(1937) 3. 31-118和15(1940) 8. 15 山本純五郎 解剖ニ

5 昭和15(1940)8.15一昭和 18(1943) 3. 31 大倉 玄ー 衛生学

6 昭和 18(1943) 3. 31－昭和20(1945)3.10 寺坂 t際ME ~理学

7 昭和20(1945) 3. 10一昭和20(1945)8.9 池田古人 解剖ー

8 llil.f!I 20 (1945) 8.一l昭和22(1947) 7. 5 高瀬 ii'I 精神科学

9 H百和22(1947)7.5一昭和23(1948)9.7 横尾安夫 解剖l二

10 昭和23(1948) 9. 7一昭和28(1953) 4. 30 頼尊政治
医化学
（生化学）

f一覧jlこは館長以外にも司書兼古記・ l屈託について

は氏名が掲載されている。司占兼ill記は長崎医科大学附

属図書館規程における図書館主任のことであり，現在の

日本医学図書館協会における主任司書に相当するもの

と考えられる。司書兼3記の定員はl名であり，山口林

一（大15～昭8），内田梅雄（昭9～ 10），石川敏雄（昭

11～ 14），田鶴詩男 （昭15～）と数年単位で職員が異

動していた8）。

原燃投下以前の長崎医科大学F付属惚ll!f館

その中でも初代司.，I~ で、ある 山口林ーは明治 17 (1884) 

年7月20日に長崎の通訳・実業家である山口林三郎の

息子として長崎に生まれ大正4(1915）年に長1b奇医学

専門学校図書課の雇員として採用されて以来，司占兼

古記（大15一昭8）， 附属図書館l属託（図苫館主任，昭

9 -16）と 26年間長崎医専および長崎医大の図書館で

勤務していた。山口は昭和2(1927）年11月10日に発

足した官立医科大学附属図古館協議会（現在の日本医

学図書館協会）の創立メンパーの一人でもあり，昭和6

(1931）年10月7～8日に長崎で第5回総会が開催され

た際にも司書であった9)（図2）。

山口は郷土史にも関心があり， 附属図古館勤務時代に

長崎の郷土史誌である 『長崎談披』に数本の論文を寄稿

している。 定年まで附属図~~｝館に勤めた訳ではなく，昭

和17(1942）年に市制が開始された大村市役所へ異動

し産業課長となった10）。その後の山口の足取りは分から

なかったが，四男の静夫が長崎医科大学附属図書館に勤

務しており，原子保災により死亡している 11）。

図2.初代司書山口林一

第5回医科大学附属図書館協議会（昭和6年，於長崎）
当時47歳。『日本医学図書館協会六十周年略史』より

2.施設

とこでは， f統計Jr一覧jを中心に施設面での附属図

書館について述べる。

『統計jによると，附属図書館の当初の建築費は20,931円

91銭，設備費は1,688円であった。面積は当初苫庫が延

40坪，閲覧室が37坪，事務室が16坪であった。これが

昭和6年に事務室が延32坪となり，増築された。昭和12

年の 『統計』では苫庫の面積が2倍の80坪に拡大して

いる。これは，新しく 3庫が増築されたためである 12）。

この新書庫は鉄筋コンクリート造りであり，旧古庫と共

に原子爆災にも耐えた長崎医科大学キャンパス内でも数
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少ない~物である。

この坪数を 『一覧1の土地建物表と照合したところ，

f一覧』 における「図古室附属』咋j の坪数が·＇ ~Jtll とほ

ぼ一致しており，閲覧室および事務室等は ·＇~陪と隣接し

た「大.11~世及図；＇1室J 内にあったことが推iWJできる。

その他の施設については高木館長花任JUJWJ1l1の昭和

13年統計で館長室がなくなり 教員閲覧宅が11111別 して

L、る。坪数が全く同じことから館長室がそのまま教μ閲

覧室になったと与えられるが，なぜ館長室がなくなった

かは不明で‘ある。

3. 資料

『t1rn・Jによると，長崎医科大学附同凶乃館はH円相16

年にヰn洋合わせて70,000i冊以上の蔵 ·＇~を，J寄っていた。

これは 『統計jに参加していた 15館の平均値56,651mt 
を上阿っており，旧六医大の中では岡山医科大学附!tillヌl

A館に次ぐ蔵t件数だった。 その内訳は，洋， I~が半分以上

を内めているが，この傾向は 『統計jに参加していた他

の｜ヌI，＇｝館 も同様で、あることから，戦前の医学，！？はヰ｜｜泌，'} 

より洋， I~が多数であったことが推測できる（図3） 。

実際にどのような図書を所蔵していたのかという！.＇，（（こ

ついては， 附属図古館の図古原簿自体がJ京f保災により

焼失しているためすべてを調査することは不可能で、ある

ただ和洋の学術雑誌に関しては医科大学附属｜ヌI,1HU'I 

協議会が戦前に発行した 『医科大学共同学術雑誌11鉱，

医科大学附属国，'f館協議会jに，洋図占 ・洋雑誌に関

しては戦後の runioncatalogue of foreign books in the 

libraries of Japan medical schoolsJ に拘峨されている

利i日，＇｝に関しては，樹林時敏（鎮LIJ）の『外科宗伝（紅

~外科宗仰） J を附属図苫館で所蔵していた 13). 14）。

『外科宗f~H 以外にも，ケンペル（Kaempfer, Engelbert, 

1651-1716）の rAmoenitatum exoticarum （処llJilf.f飢）Jや，

80000 

60000 

40000 

20000 

。

ロll 帯

・拘 i克直

モーニッケ （OttoGottlieb J. Mohnike, 1814 -1887）が

日本にもたらした日本以内の聴診器を附M図A館で所蔵

していたことが rActaMedica NagasakiensiaJ掲載の医

学史関係論文より分かる 13）。 この3点を合めた台文・.：！｝ .軸

物 ・市医3・小型のi't・ill物f'Iニなど130点については，昭和

20年5月ごろ現在の佐賀県Ill!.J＿；＿~ 1 Iiに政聞したため原子爆

災の被害を免れた15) 17）。

長崎医大図／／館所l越の市文，＇／.，指b物， t守医／f,，小型

の卦重物件などは二 ト年五月頃ー訴して佐賀県鹿島町

（現鹿島市）の学校（県立鹿品小学校と思われる）に疎

{j[jされ，全学ほとんど妖櫨に帰したなかで．これら長崎

医学の伝統を示す医史学資料は大部分史失を免れた18）。

この長崎医大図，＇｝館の資料が鹿山PITのどこに疎開され

たかは不明である。

また，疎開の対象とな らなかったものの原子爆災後も

生き残った資料も存在する。これらは瓦僚の1i1から 1ifft 

ずつ恰い上げられて，現ゐ：の医学分館 ・J~務室に保管して

L、る図，lf原簿に疎開先から引き似げた資料と共に記録さ

れている。この被保した資料の111には，)j延元（1860)

年にポンべによってフランスから取り寄せられた紙製解

削脱1＼~ (kunstlijk）がある。

そこで、Pompev. J'vl.はヨー ロッ／l治、ら解持＇fl模型を取

寄せるように直ちに子配した。フランス製のこの模型

(Dr. Chazourによる）は．破却されるまで使い点した

後．歴史的に悩植がある遺産として今日なおわれわれ

の医科大学に大切に保存されている ω

上記は昭和16(1941）年に尚本純丘郎附属阿古館長

（、W寺）が 『ActaMedica NagasakiensiaJに発よ・したド

イツ語論文のよ11訳である。この紙製M削校型は大正9

( 1920）年の時点で頭部 ・ 両腕 ・ 前 、1~身・左側l部は失

われていた 19)（図4）。

これは疎開の対象ではなかったが，以下のような経緯

1922 1928 1931 1933 1935 1937 1939 1941 1950 1963 

図3.長崎医専図書室，長崎医大附属図書館の蔵書数の変遷
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図4.大正9年当時の紙製解剖模型

長崎医学専門学校卒業アルバムより

により被爆しながらも残存した。

原爆の直前，佐藤純一郎助教授（当時）が， フトし

た予感で，これを図‘！？館，！l/i/lの一つ（向って布、鉄筋

コンクリートで左のものより新しく大きL、）の二階に

移したことがこれを救った 18）。

区I~＇｝館苫庫へ移動する以前は解剖学教室で保管されて

いたが，解行I］学教室は原－f燥災により全域jした。佐J路助

教授が移動させていなければ紙製棋型も灰憾と化して

いた可能性は非常に向い。

このほか，附属図円館には長崎とも縁の深い孫文の親

乍 「一視同仁jの額が飾られていたがこちらは焼失して

いる 20）。

v.おわりに

以ヒ，原子爆弾投下以前の附属図古館について現存す

る史料からまとめたが，原子爆災による図苫館の被害に

ついても紹介する。

図古閲覧室および事務室は全焼し，勤務中であった職

員6名は全員死亡。池田吉人館長は解剖学教室で被爆，

死亡 した II).21）。

.＇｝庫の建物は残存したが 火災により蔵』はほとんど

焼失し， H百和25年に戦後初めて参加した 『統計』 では，

蔵苫数が戦前の半分以下の30000冊まで落ち込んでお

り被害の甚大さをうかがうことができる。蔵 ，！｝数が戦前

の水準まで回復するには 戦後10年以上を経過した昭

和38 (1963）年まで待たなければならなかった。

施設についても，原子爆災後は医科大学本部の移転に

｛料、附属図古館も長崎市興善町や諌早市などを転々とし

た後，坂本キャンパスに帰還し旧附属図苫館苫庫，医学

原爆役F以前のj以内医科大学附It見1・＂＞＜k'J館

音IS基礎研究棟の21併でサービスを提供していた。独立し

た建物としての阿内館が復活したのは戦後33年経った

昭和153 (1978）年である。

今回は医科大学時代から戦前までの図丹館について調

査したが，資料の疎開や山口林ーのその後については不

明な点も多く，引きあtき調査を継続したLE。
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Nagasaki Medical College Library before the Nagasaki Atomic Bombing 

Yuko MATSUMURA 

Nagasaki University Library. 1・12-4,Sakamoto, Nagasaki-city, Nagasaki 852・8523,Japan 

Abs仕act:Because of the atomic bomb出atwas dropped on but died during the bombing. The library had a reading room, 

August 9, 1945, little information is available about the Nagasaki an office, and 2 stack rooms. In 1941, il housed over 70,000 

Medical College Library.百1eau出orresearched the history of books, the majority of which 01泡inatedfrom the West, as well 

the library based on出eannual report of the Nagasaki Medical as rare materials such as‘Koi Geka Soden’by Narabayashi, 
College and other documentation. Statutes authorizing the “Amoenitatum exoticarum”by Kaempfer, and a stethoscope 

Nagasaki Medical College Library were made in 1926, and and a Kunstlijk, each of which was brought to Japan for the first 

the library building was completed in August of that year. On time by Mohnike and Pompe. However, all these items were 

September 7, 1929, Imperial Ordinance No. 302 formed the destroyed by the atomic bomb of August 9, 1945, and all the 

posts of director and librarian.τ'he maximum number of books staff members died. The director, Yoshindo Ikeda, died while in 

that an individual could borrow from the library was 5, and an anatomy classroom.τ'he stacks survived the blast, but most 

the period was set at 14 days.τ'he opening hours on weekdays of the books were lost because of fire. 

and Saturday were basically合om8 a.m. to 9 p.m. but varied 

with the seasons. There were 与9staff members, including a 

director. TI1e first librarian, Rin'ichi Yamaguchi, worked at the 

library for 26 years. His fourth son, Shinzo, also worked there 

Key words: history; medical library; Nagasaki Medical College 

（なαkuToshok仰.2013;60(3):250-256) 
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